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校内研究について 

校内研究とは、学校において、 

子どもたちの教育のために、教

職員が共同で行う研究です。 

11月に、4人の担任それぞれ

の授業を全教員で参観しまし

た。右の写真は３・４年の体育科

の授業のようすです。３・４年生

が同じ活動をしているように見えながらも、授業者は、３年生は３年

生の、４年生は４年生の目標を設定して授業を実施しており、上級生

が下級生のレベルに合わせて活動をするということもありません。ま

た、この授業は「教育 DX（デジタルトランスフォーメーション）を意識

した授業です。教育 DX は、デジタル技術を手段として、既存の教育

モデルを見直し、新しいモデルを形成することを目的としています。

文部科学省も教育 DX を推進しており、教育の質向上に向けた重要

なステップと位置付けています。教育 DX と教育 ICT 化の違いは、

教育 ICT 化はデジタルツールの導入に重点を置くのに対し、教育

DX はデジタル技術を活用して教育の構造そのものを変革すること

を目的としています。GIGA スクール構想による一人一台端末の整

備は ICT 化の一環ですが、教育 DX はさらにその先の教育変革を

目指しています。 

この授業では、動画のタイムラグ再生機能を活用し、実際に撮影し

た時間から 7 秒後に動画が再生されるようにしていました。自身の

マット運動の動きを、試技をしたあとにすぐに確認できる撮影方法で

す。川原小学校の校内研究では、研究主題を『主体的に学ぶ子ども

の育成』、副主題を『児童自ら学びに向かう授業の創造』としていま

す。この授業では、動画のタイムラグ再生機能等を活用することで、

子どもたちがより主体的に学習に取り組みました。 

令和７年１２月１日（月） 

長崎市立川原小学校 

校長 神 田  学 

第 1５号 



右の写真は、２・３年の算数科の授業のようすです。３・４年

の体育科の授業もそうですが、子どもたちが主体的に話し合

いながら学習の理解を深めていました。 

  川原小では、担任の先生が、そばに

いてもいなくても子どもたちが自分たち

で学習を進める姿を目指しています

が、その成果が様々な場面でうかがえ

るようになっています。 

左の写真は 6 年算数科の授業のようすです。子どもが先生役とな

り、授業をすすめています。下の写真は１年算数科「はこのかたち」と

いう学習のようすです。子どもたちが自ら学びに向かうように一人ず

つに様々な箱を大きな段ボールに入れて用意をしています。 

それぞれの担任

の様々な授業の工

夫により、子どもたちが主体的に学ぶ姿が見られました。この

ことは、校内研究の成果です。 

下の写真は授業後の研究会

のようすです。授業において有効

だった手立てや、今後の課題な

どを話し合っているところです。

このような授業研究を繰り返し、

日々、よりよい授業づくりを目指して取り組んでいるところです。 

 

 


